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新潟知事選  

野党共闘の池田氏が大健闘 

6 月 10日、投開票された新潟知事選挙。市民と野党の共闘

候補の池田ちか子候補は当選には及ばなかったものの、原発論

戦をリードし、安倍政権丸抱えの相手候補を追い詰め、４６％

の得票で大健闘しました。当選は自公が推した花角英世氏で

す。市民と野党は更に共闘を進める決意を固めあいました。 

降りしきる雨の中で＝10 日国会議事堂前 

竜ケ崎工事事務所が上野たかし県議と市議団に説明 

上野たかし  

加増みつ子   遠山ちえ子  
関戸  勇    小池えつ子  

東海第２原発廃炉を知事は決

断せよ 
今年１１月に４０年となる東海第２

原発（東海村）の運転延長を日本原電

は申請。日本共産党は、同原発の廃炉

の決断を行うよう知事に求めました。 

 これまで知事は「福島の事故で証明

されたとし、原発の安全は絶対ではな

い」と言ってきた。であれば、東海第

２原発は再稼働させない。よって９６

万人の避難計画は必要ない、と言うの

が筋。すでに提出されている３１万筆

を超える再稼働反対の署名や運転延長

反対署名にしっかり応えよ。 

 知事は「県民の声に耳を傾ける」と

言いつつ「国の調査会が原発は低コス

トでクリーンと示した」「安全・安心の

観点で慎重に対応」などとあいまいな

答弁に終始しました。 

農業所得の向上・県は種子条

例の制定を 

 種子法を国が廃止したことにより、

国の制度として県から低価格で農家に

提供されてきた稲、麦、大豆などの種

子が、今後は高いお金を支払わねばな

らず農家は立ちいかない。埼玉、新潟、

兵庫県では、農家を守るため、県が種

子条例を制定した。農業県全国３位の

本県も主要農作物の種子生産を守るた

め、種子条例を制定せよ。 

 知事は、新たな県の要綱をつくり対

応する。条例化は必要ないと考える、

と答弁。 

保健所の統廃合、認められな

い 
 これまで知事は「選択と集中」で保

健所機能の強化につながるとして、来

年４月から現在の１２カ所から９カ所

へと削減するとした。住民サービスの

低下であり、認められない。本県の保

健師数は 103 人で、人口１０万人当

たり全国３６位です。 

 知事は、窓口の設置やＩＴの活用に

より水準の低下を招かないよう配慮す

る。保健師の確保に努める。 

開会中の県議会。日本共産党は、県民の諸要望の実現を求め

一般質問に立ち、知事に迫りました。（今議会は、山中たい

子県議〈つくば市〉が一般質問に立ちました）。 

 

5 月 30 日、県竜ケ崎工

事事務所管内、本年度事業

実施個所の整備等につい

て、同工事事務所長、道路

整備課長らが日本共産党取

手事務所を訪れ、上野県議

及び 4 人の党市議に説明し

ました。 

相野谷川の護岸整備や守

谷市みずき野から取手市に

続く守谷藤代線の用地補

償、今後の進捗、国道 294

号線白山 8 丁目の歩道橋の

廃止等は、地域の安全、市

民生活に直結するとし、早

急な対応を求めました。 

上野県議、市議団はこれ

らの要求を県・市に届け実

現を図ります。 

「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
政
治
の

腐
敗
と
人
権
侵
害
を
許
さ
な

い
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

ウ
ソ
だ
ら
け
の
政
治
を
変
え
る

た
め
、
安
倍
政
権
の
退
陣
を
求

め
る
国
会
前
大
行
動
が
10
日

開
か
れ
ま
し
た
。
強
い
雨
を
つ

い
て
２
万
７
千
人
が
集
ま
り
、

取
手
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
大
行
動
は
20
以
上

の
市
民
団
体
で
作
る
実
行
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
立
憲
野

党
の
国
会
議
員
や
市
民
団
体
の

関
係
者
が
演
説
。
日
本
共
産
党

か
ら
は
小
池
晃
参
院
議
員
・
書

記
局
長
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。
ま

た
今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る

「
働
き
方
改
革
」
法
案
を
「
何

と
し
て
も
廃
案
に
」
と
過
労
死

し
た
遺
族
の
訴
え
ほ
か
、「
も
う

安
倍
政
権
に
は
ガ
マ
ン
で
き
な

い
」
な
ど
多
く
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

参
加
者
は
「
辺
野
古
新
基
地

建
設
絶
対
反
対
」「
モ
リ
カ
ケ
疑

惑
徹
底
追
及
を
」
な
ど
と
唱
和

し
ま
し
た
。 



明るい取手                                         2018年6月17日号 

 

 

５月２５日、教育委員会

の対応に関し、議会総務文

教常任委員会が開かれ、傍

聴者として女子中学生の遺

族、保護者などが参加しま

した。中学生自死事件に関

し、去る３月２４日に開催

した当時同学年の保護者及

び生徒を対象に行われた保

護者会に関連して開かれた

たものです。 

教育委員会の対応につい

ての疑念、再度保護者会の

開催を求める声などが出さ

れました。県の第三者委員

会の結果待ちでなく、自死

事件に真摯に向き合い、検

証を市教育委員会としてし

っかり総括を行うことは、

市・教育委員会の最大の責

任です。議会もこの事を曖

昧にしてはなりません。 

１２月県議選の争点（シリーズ１） 

東海第２原発 国民の声で運転延長でなく廃炉を 
首都圏でただ一つの原発・老朽化した危険な原発 

東海第２原発の周辺、３０

キロ圏内は県都水戸市など

９６万の人口の密集地です。

今年１１月に稼働４０年と

なる同原発が再稼働すれば、

沸騰水型原発では世界で前

例のない長期運転となりま

す。 

再稼働の認否について、原

子力規制委が審査中です。廃

炉を求める声が茨城県内に

とどまらず全国的な運動に

広がっている今、改めて「東

海第２原発」について 

どんな原発か、何が問題

か、どうすればいいのかなど

―― 考えてみませんか。 

「いじめ問題」     総務文教常任委員会 

市は、保護者会の要請に応えよ 

開会中の取手市議会(6/ 7～22 )。6 月 8 日に一般

質問を終えた加増・遠山の両市議の議会でのやり

取りを紹介します。(関戸・小池両市議の一般質問

は次号掲載します。) 

6 月市議会 

の 

一般質問 

10 月から高校卒業ま

での医療費助成拡大                

加増みつ子市議 

市は、かねてから要望が

出されていた高校卒業まで

の医療費助成を、所得制限

なしで今年１０月からの実

施を明らかにしました。私

は窓口負担（１回６００円

月２回まで）をなくし子育

て応援をと求めましたが、

市は「窓口負担は必要。医

療費抑制のため」と答弁し

ました。 

また、生活道路や通学路

の整備予算も不十分で、な

かなか進みません。駅西口

に再開発ビル建設計画促進

で、税金投入は膨らむばか

りです。大型開発より、医

療・福祉、暮らし応援など

市民生活第一の税金の使い

方に切り替えをと、質しま

した。 

(ボートピア)ギャンブ

ル施設は いらない   

遠山ちえ子市議 

藤代地区の元自動車教習

所跡地に、ギャンブル施設

「競艇場外発売場（ボート

ピア）」設置の話が地元にき

ています。共産党が行った

市民アンケートに寄せられ

た「反対してほしい」とす

る声を受け、一般質問で取

り上げました。 

国交省の許可要件は、地

元自治会等の合意が必要と

して、設置事業者が説明に

入っています。交通渋滞な

ど周辺道路への影響や通学

路もある地域に与える影響

等が想定され、「ギャンブル

施設はいらない」と、市の

姿勢を質しました。 

市は、「市長の同意書も必

要であり、地元の情報に注

視していく」と答弁しまし

た。 

東海村は原発過酷事故を

想定し広域避難訓練を計

画、取手市、守谷市、つく

ばみらい市との避難協定に

基づく避難訓練を７月から

開始するものです。訓練は

取手市が最初で７月 16

日、藤代南中への避難。（協

定上は取手市へは 2 万

3000 人です）当日は村民

100 人と職員 100 人がバ

スと乗用車で来ます。訓練

の内容は避難所の立ち上げ

などです。東海原発が過酷

事故を起こした場合、水戸

市や周辺の９７万人が避難

を余儀なくされることとな

ります。 

訓練よりも廃炉を       

東海原発の再稼働に７割

を超える取手市民が反対で

す(3 月共産党実施の市民

アンケートより)。ところ

で、７０キロの距離にある

取手市。その時、市民は避

難しなくても良いのでしょ

うか。「再稼働やめ廃炉を」

と多くの市民は求めていま

す。 

取手市発表 


